
－ 22 －

ライフデザイン演習Ａ１ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ライフデザイン演習Ａ２ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇 〇 〇
基礎医療英語１ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇 〇
基礎医療英語２ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇 〇
情報基礎演習１ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇
情報基礎演習２ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇
データサイエンス・ＡＩ入門 後 〇 〇 〇
人間関係論 後 〇 〇
学校と教育の歴史 後 〇
心理学 前 〇 〇 〇 ■
社会心理学１ 前 〇 〇 〇
社会心理学２ 後 〇 〇
教育心理学 後 〇
国際文化研修１ 前 〇 〇
国際文化研修２ 後 〇 〇
経済学１ 〔同〕 前 〇
経済学２ 後 〇

国際交流論１ 前 〇

国際交流論２ 後 〇

スポーツ健康科学 後 〇 〇 〇
スポーツ１ 前 〇 〇 〇
スポーツ方法実習(器械運動) 前 〇 〇
スポーツ方法実習(陸上競技） 前 〇 〇 〇
スポーツ方法実習(水泳） 前 〇 〇 〇
スポーツ方法実習(球技1） 前 〇 〇
体育原理・スポーツ哲学 後 〇 〇
スポーツ倫理・社会学 後 〇 〇
外国語研修１ 前 〇 〇 〇 〇 〇
外国語研修２ 後 〇 〇 〇 〇 〇
中国語１ 前 〇 〇 〇 〇 〇
中国語２ 後 〇 〇 〇 〇 〇
安全と危機管理学 前・後 〇
薬の現在・過去・未来 前・後 〇
イノベーションをはじめよう 前・後 〇
心ころがるサイコロジー 前・後 〇
国際理解の扉を開く（ポストコロニアル太平洋の探究） 前・後 〇
科学とはなんだろう 前・後 〇
価値デザイン入門 前・後 〇
日本史の転換点を見極める 前・後 〇
罪と罰を科学する 前・後 〇
基礎生物学演習 〔実〕 前 〇
スポーツ医学概論 後 〇
東洋医学概論 前 〇
スポーツトレーニング入門 後 〇 〇
アスレティックトレーナー概論 〔TR〕 後 〇
人体の構造１ (解剖) 前 〇 〇

人体の構造２ (解剖) 後 〇 〇

人体の機能１ (生理) 前 〇 〇
人体の機能２ (生理) 後 〇 〇
柔道 〔実〕 通 〇 〇
公衆衛生学１ 前 〇
公衆衛生学２ 後 〇
柔道整復学１ 〔実〕 前 〇 〇
柔道整復学２ 〔実〕 前 〇 〇
柔道整復学３ 〔実〕 後 〇 〇
柔道整復学実技１ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇
柔道整復学実技２ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇
柔道整復基礎臨床実習１ 〔実〕 後 〇
教職論 〔教〕 後

■印の科目は後期に開講されることがあります。

授業科目表（2024年度入学生）
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注１ 〔同〕印の科目は同じ名前または同一内容の科目が他学科にあることを示します。自学科のものを履修することを原則とします。

注２ 〔実〕印の科目は実験･実習科目ですので、他学科の学生が履修することはできません。
注３ 〔教〕印の科目は、教職課程を履修登録していない学生は履修できません。
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ライフデザイン演習Ｂ１ 〔実〕 前 〇 〇 〇

ライフデザイン演習Ｂ２ 〔実〕 後 〇 〇 〇

統計と社会 前 〇 〇 〇 〇 〇

英語１ 〔同〕 前 〇 〇 〇 〇

英語２ 〔同〕 後 〇 〇 〇 〇

比較文化１ 前 〇
比較文化２ 後 〇

法学１ 前 〇

法学２ 〔同〕 後 〇

スポーツ２ 前 〇 〇 〇

スポーツ方法実習(体つくり） 後 〇 〇

スポーツ方法実習(ダンス） 前 〇 〇 〇

スポーツ方法実習(球技2） 後 〇 〇

スポーツ方法実習(球技3） 前 〇 〇

スポーツ指導論 〔TR〕 前 〇 〇

救急対応１ 前 〇

救急対応２ 後 〇

アロマセラピー１ 前 〇

アロマセラピー２ 後 〇

トレーニング科学 〔TR〕 前 〇

スポーツ医学１ 〔TR〕 前 〇 〇 〇

スポーツ医学２ 〔TR〕 後 〇 〇 〇
安全・健康管理および怪我の予防１ 〔TR実〕 前 〇 〇
安全・健康管理および怪我の予防２ 〔TR実〕 後 〇 〇
スポーツコンディショニング論１ 〔TR実〕 前 〇
スポーツコンディショニング論２ 〔TR実〕 通 〇

救急処置法 前 〇 〇

スポーツと食事 前 〇 〇

人体の構造３ (解剖) 前 〇 〇

人体の機能３ (生理) 前 〇 〇

高齢者・競技者の解剖生理学 後 〇 〇

基礎医学実習 〔実〕 前 〇 〇

運動学 後 〇

職業倫理と社会保障制度 前 〇 〇 〇

医学概論 〔同〕 後 〇 〇 〇

骨損傷学１ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

骨損傷学２ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

骨損傷学３ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

骨損傷学４ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

関節損傷学１ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

関節損傷学２ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

柔道整復学実技３ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇

柔道整復学実技４ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇

柔道整復学実技５ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇

柔道整復基礎臨床実習２ 〔実〕 通 〇

柔道整復臨床実習１ 〔実〕 通 〇

教育基礎論 〔教〕 前
発達心理学 〔教〕 前
教育課程論 〔教〕 後
教育の方法と技術 〔教〕 後
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注１ 〔同〕印の科目は同じ名前または同一内容の科目が他学科にあることを示します。自学科のものを履修することを原則とします。

注２ 〔実〕印の科目は実験･実習科目ですので、他学科の学生が履修することはできません。
注３ 〔教〕印の科目は、教職課程を履修登録していない学生は履修できません。
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ライフデザイン演習Ｃ１ 〔実〕 前 〇 〇 〇

ライフデザイン演習Ｃ２ 〔実〕 後 〇 〇 〇

教育の制度と経営 前 〇

経営学１ 〔同〕 前 〇

経営学２ 〔同〕 後 〇

スポーツ心理学 前 〇 〇

スポーツ経営管理学 前 〇 〇

学校保健 前 〇 〇

精神保健 後 〇 〇

英語コミュニケーション１ 〔教〕 前 〇 〇 〇 〇

英語コミュニケーション２ 〔教〕 後 〇 〇 〇 〇

バイオメカニクス 〔TR〕 前 〇 〇 〇
安全・健康管理および怪我の予防３ 〔TR実〕 前 〇 〇

検査・測定と評価 〔TR実〕 前 〇

リコンディショニング１ 〔TR実〕 通 〇

関係法規と医学史 前 〇 〇 〇

人体の疾病１ 前 〇 〇 〇

人体の疾病２ 前 〇 〇 〇

人体の疾病３ 後 〇 〇 〇

人体の疾病４ 前 〇 〇 〇

人体の疾病５ 前 〇 〇 〇

リハビリテーション医学 後 〇

臨床柔道整復鑑別法 後 〇 〇

柔道整復学４ 〔実〕 後 〇 〇 〇

軟部組織損傷学１ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

軟部組織損傷学２ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇

臨床画像鑑別学 〔実〕 後 〇 〇

柔道整復総合演習１ 〔実〕 前 〇

柔道整復総合演習２ 〔実〕 後 〇

柔道整復学実技６ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇

柔道整復学実技７ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇

柔道整復学実技８ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇

柔道整復学実技９ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇

柔道整復臨床実習２ 〔実〕 通 〇
選択 卒業研究 〔実〕 通 〇 〇

保健体育科教育法１ 〔教〕 前
保健体育科教育法２ 〔教〕 後
保健体育科教育法３ 〔教〕 後
特別支援教育論 〔教〕 前
道徳教育の理論と方法 〔教〕 前
特別活動と総合的な学習の時間の指導法 〔教〕 後
生徒指導･進路指導論 〔教〕 前
教育相談 〔教〕 後
介護等体験実習 〔教〕 通

注１ 〔同〕印の科目は同じ名前または同一内容の科目が他学科にあることを示します。自学科のものを履修することを原則とします。

注２ 〔実〕印の科目は実験･実習科目ですので、他学科の学生が履修することはできません。
注３ 〔教〕印の科目は、教職課程を履修登録していない学生は履修できません。
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ライフデザイン演習Ｄ１ 〔実〕 前 〇 〇 〇

ライフデザイン演習Ｄ２ 〔実〕 後 〇 〇 〇

自由 リコンディショニング２ 〔TR実〕 前 〇

柔道整復総合演習３ 〔実〕 前 〇

柔道整復総合演習４ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇 〇 〇

柔道整復総合演習５ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇 〇 〇

柔道整復総合演習６ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇 〇 〇

柔道整復総合演習７ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇 〇 〇

柔道整復総合演習８ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇 〇 〇

柔道整復総合演習９ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇 〇 〇

柔道整復総合演習１０ 〔実〕 後 〇 〇 〇 〇 〇 〇

特別総合演習 〔実〕 通 〇 〇 〇 〇

柔道整復学実技１０ 〔実〕 前 〇 〇 〇 〇

柔道整復学セミナー１ 〔実〕 前 〇

柔道整復学セミナー２ 〔実〕 後 〇

〔教〕 前

〔教〕 通

〔教〕 通

〔教〕 通

〔教〕 後

2024年度入学生
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保健体育科教育法４

教育実習指導

教育実習Ａ

教育実習Ｂ

注１ 〔同〕印の科目は同じ名前または同一内容の科目が他学科にあることを示します。自学科のものを履修することを原則とします。

注２ 〔実〕印の科目は実験･実習科目ですので、他学科の学生が履修することはできません。
注３ 〔教〕印の科目は、教職課程を履修登録していない学生は履修できません。

卒業に必要な単位数

選択

教職実践実習

１年 ２年 ３年 ４年 選択

18単位

43単位

64単位

125単位合計

分野・単位

基礎分野

専門基礎分野

専門分野

2024 年度




